
















文をサーベイしつつ､ ｢食｣ を通じての ｢まちづくり｣
｢まちおこし｣ を行う各務原市に焦点を当て､ その取り
組みを調査､ 分析し､ 類似の戦略をとる他の自治体 (富











青木・恩蔵 (    ) によると､ ｢製品｣ と ｢ブランド｣
とは､ 概念的には別個なものである｡ つまり製品開発と
は､ 技術力をベースとした ｢モノの開発｣ であり､ どの
ような機能､ 品質､ コストの製品で､ どれだけの市場シェ
アを獲得するかが問題である｡ これに対して､ ブランド
開発とは､ ｢意味の開発｣ (モノへの意味付け) であり､
そこでは生活空間､ 価値､ 絆から､ どれだけのマインド
シェアを獲得できるかが問題となる｡ それゆえ製品開発
が ｢作る仕組み｣ に軸足を置いているのに対し､ ブラン
ド構築は ｢売れ続ける仕組み｣ づくりである｡
また､ ブランド論のケラー (         ) は､ 自社
の製品を識別し､ 他社のそれと差別化するための手段と
して用いられる言語的あるいは視覚的な情報コードを３ ､





Creating a regional brand: The case of Kakamigahara city
二 神 律 子
Ritsuko FUTAGAMI
1995年 5月に地方分権推進法が成立して以来､ 地方自治に関する議論は様々に展開されてきた｡ 全国の地方自治
体では地域の活性化､ あるいは ｢まちづくり｣ ｢まちおこし｣ への様々な取組みや試みがなされている｡ こうした取
組みに対する社会の関心は高いものの､ 研究対象としてはまだ新しく､ 論文等の報告も多いとはいえない｡ そこで､
本稿では地域やブランド戦略に関する文献をサーベイしつつ､ ｢食｣ を通じての ｢まちづくり｣ ｢まちおこし｣ を行う
各務原市に焦点を当て､ 産業政策としての地域ブランド戦略を調査､ 分析し､ 類似の戦略をとる他の地域 (富士宮市)
との比較を加え検証する｡ さらに､ 各務原市のその他の特徴的な政策について概説し､ 政策提言を行う｡





 各務原市は ｢かかみがはらし｣ と発音する｡ 各務を ｢かがみ｣ でなく






























































   件である｡ このうち岐阜県は､ 出願件数  件､ 登


































ている地方自治体もある｡ 関・遠山 (    ) は､ そこに









｢夕張メロン｣ ｢魚沼コシヒカリ｣ ｢関鯵､ 関鯖｣ ｢松阪牛｣
｢十勝ワイン｣ 等に代表される元々の素材の良さに加え､
地域の文化や歴史人々の思いが加わり､ 独特の存在感を





多の屋台街｣ ｢神戸のそばめし｣ などが挙げられる｡ 第
３のカテゴリーは ｢『食』 を軸にした街づくり｣ という









くことが難しい｡ しかし ｢高知県馬路村｣ のような成功
例を見ることが出来るので､ このカテゴリーは今後の課




また､ 例えば田村 (    ) では､ 独特な ｢食｣ を持つ










アクセスも良く､ 中部国際空港 (セントレア) とは電車
で  分で直結している｡






製造品出荷額 (    年度) では､     億円を超え､ 岐













し (＝ ｢各務原キムチ｣) にも目をつけた｡
4.2 各務原キムチ
ここでは､ ｢各務原キムチ｣ の成り立ちについてまと













ラマ ｢冬のソナタ｣ が爆発的に流行した｡ この春川市が
冬のソナタの舞台であったことから､ 姉妹都市 周年の














 活動の様子が､ 各務原市観光交流課内の各務原国際協会 (    
                               ) が発行する         に報
告されている｡ この節は､              を参考にした｡
 この試みは後に､ 世界知識産業都市連合 (                  
       ) の設立へと発展した｡









｢キムチ｣ に各務原の特産品である ｢にんじん｣ をむす
びつけた ｢各務原キムチ｣ が考案された｡ 研究会の委員
は､ 各務原商工会議所､   かかみがはら､ 各務原日韓
親善協会､ 大学教員､ 流通業者､ 飲食業者､ 野菜生産者
など計  名からなり､ ｢キムチ日本一の都市研究会｣ と
















プロジェクトの主な内容は､ ( ) 参加店の募集､ 認定：
市内の業者を対象に製造､ 販売､ 調理の募集を行い､ 研
究会が審査の上､ 認定を行う｡ ( ) 市民参加型事業：市
民向けにキムチ漬け講習会の開催､ これは家庭でキムチ












ここで､ ｢各務原キムチ｣ の定義を示しておく｡ ｢各務
原キムチ｣ とは､ ①各務原の特産品である にんじん が
入っていること､ ②春川市の特産品である 松の実 が入っ




















































































各務原キムチ都市おこし隊､ 大学生､ 高校生､ 各務原市､
各務原商工会議所と幅広い｡ 筆者は第 回目の会議を見
学させていただいたが､ 外部講師による講義の後､ 参加
者 (高校生も含めて) が熱心に討議している姿に､ 感銘
を受けた｡






実施している｡ これを推進する為､ ｢じまんの原石｣ の
選定が    年 月に行われた｡ ｢各務原キムチ｣ はこれ
に応募し､     件の応募の中から選定されたわずか  件














































  各務原市には､ ｢各務原キムチ｣ の他に､ ｢各務野やさい｣ という市
民ボランティアによる地産地消のプロジェクトがある｡
  岐阜県 産業労働観光部 観光・ブランド振興課
  この  件の原石の中から､ ｢岐阜の宝もの｣ が 件､ ｢明日の宝もの｣
が 件選出された｡
  日本放送出版協会 (    ) ｢   食彩浪漫｣ ２月号
  全国商工会議所連合会 (    ) ｢石垣｣ ３月号
  この節と次節は､ Ｂ級ご当地グルメでまちおこし団体連絡協議会の
公式ホームページを参照にした｡
















































所在地 名称 団体名称 第２回 価格
群馬県 太田市 上州太田焼そば 上州太田焼そばのれん会 ○    
埼玉県 行田市 行田ゼリーフライ 行田ゼリーフライ研究会(行田市のフライマップ) ○    
岐阜県 郡上市 奥美濃カレー 奥美濃カレープロジェクト実行委員会 ○    
福岡県 久留米市 久留米やきとり 久留米やきとり日本一の会 ○    
静岡県 袋井市 袋井宿たまごふわふわ 袋井市観光協会 ○    
兵庫県 姫路市 姫路おでん 姫路おでん普及委員会    
静岡県 裾野市 すその水ギョーザ すそのギョーザ倶楽部 ○    
青森県 八戸市 八戸せんべい汁 八戸せんべい汁研究所 ○    
秋田県 横手市 横手やきそば 横手やきそば暖簾会 ○    
長野県 駒ヶ根市 駒ヶ根ソースかつ丼 駒ヶ根ソースかつ丼会 ○    
静岡県 静岡市 静岡おでん 静岡おでんの会 ○    
福井県 小浜市 浜焼き鯖バラチラシ寿司 御食国若狭倶楽部 ○    
神奈川県 厚木市 厚木シロコロ・ホルモン 厚木シロコロ・ホルモン探検隊 ○    
山梨県 大月市 おつけだんご 大月市おつけだんごの会    
北海道 富良野市 富良野オムカレー 食のトライアングル(農・商・消)研究 ○    
青森県 黒石市 黒石つゆやきそば やきそばのまち黒石会    
青森県 青森市 青森生姜味噌おでん 青森おでんの会 ○    
兵庫県 高砂市 高砂にくてん 高砂にくてん喰わん会 ○    
静岡県 富士宮市 富士宮やきそば 富士宮やきそば学会 ○    
鳥取県 鳥取市 とうふちくわ膳 鳥取とうふちくわ総研 ○    
秋田県 仙北市 あいがけ神代カレー 神代地域活性化推進協議会    
福岡県 北九州市 小倉発祥焼うどん 小倉焼うどん研究所 ○    
静岡県 浜松市 浜松餃子 浜松餃子学会 ○    




は､ ｢各務原キムチ｣ の他に  ､ ｢奥美濃カレー｣ が参戦
している｡ 結局この大会では､ ｢厚木シロコロ・ホルモ
ン｣ が優勝し､ ｢富士宮やきそば｣ の 連覇はならなかっ
た｡  位に ｢八戸せんべい汁｣､ そして 位のブロンズ
グランプリには ｢各務原キムチ鍋｣ が入った｡ ｢    
『各務原キムチ』 都市おこしプロジェクト｣ にあるよう













































このことから､ ｢各務原キムチ｣ は､  級グルメを地
域ブランドにする為に必要な条件をすべて兼ね備えてい
ると言うことができる｡






テゴリーである ｢『食』 を軸にした街づくり｣ の宇都宮
パターンともとれる｡ さらに ｢キムチ日本一の研究会｣
からすると､ 第５のカテゴリーである ｢食の 『産学連携』｣




遂げた ｢富士宮やきそば｣ と､ ｢各務原キムチ｣ につい
ての比較検証を行う｡ ｢富士宮やきそば｣ については､














るわけではない｡ むしろ､ 地域ブランドとしては ｢食｣
ではなかった比較的落ち着いた中都市が､ 食を通じたま
ちおこしを展開している点が共通項である｡
5.2 ｢富士宮やきそば学会｣ と ｢キムチ日本一の都市研
究会｣
ともに､ 学会､ 研究会というアカデミックな名称がつ
いているのが興味深い｡ ｢富士宮やきそば学会｣ は､ 富
地域ブランドの創出
― 51―
  大会には ｢各務原キムチ鍋｣ で参戦した｡ グランプリには毎回､ 戦







好み焼き店 (やきそば店) が多い事に気付き､ さらに富
士宮の焼きそばが富士宮独自の調理法であることを確認
し  ､ やきそばでまちおこしをすることを決めるに至っ
た｡ ｢富士宮やきそば学会｣ は当初 ｢やきそば 麺｣ と
いう名称で調査活動をおこない ｢富士宮やきそばマップ｣










所､   かかみがはら､ 各務原日韓親善協会､ 大学教員､






5.3 ｢富士宮やきそば｣ と ｢各務原キムチ｣
初めに ｢富士宮やきそば｣ に関して言えば､ ｢富士宮




















































各務原市は､ 食を通じての都市 (まち) づくり､ 景観

















  まちづくりの視点で､ 東海道の関 (三重県) の地域再生などがある｡
この事例では､ 上野・井口・高橋・山本・庄山・野村・二神 (    ) で
は､ 地域の歴史・文化と､ 地域の取組みをつなげ掘り下げる事による地
域学を提唱している｡



























１. 青木幸弘・恩蔵直人編 (    ) ｢製品・ブランド戦
略｣ 有斐閣アルマ






４. 各務原国際協会 (    )            .  
５. 各務原市 (    ) ｢各務原市景観計画｣
６. 各務原市産業部産業政策室 (    ) ｢各務各務原市
産業振興ビジョン－グレーターナゴヤで煌く産業活
力創造都市・各務原の躍進－｣
７. ケラー､  .  . (恩蔵直人・亀井昭宏訳) (    )
｢戦略的ブランドマネジメント｣ 東急エージェンシー
８. 榊原省吾 (    ) ｢地域ブランド｣ に関する一考察－
富士宮やきそばの成功事例を中心とした分析－､ 浜
松学院大学研究論集､ 浜松学院大学､ 第 号
９. 佐々木純一郎・石原慎士・野崎道哉 (    ) ｢地域
ブランドと地域経済｣ 同友館
  . 十六銀行経営相談室 (    )､ ｢各務原市 ｢『冬のソ
ナタ』 春川物語｣ に関する調査レポート､ ｢経済月
報｣   .   ､ 十六銀行営業支援部
  . 関満博・及川孝信編 (    ) ｢地域ブランドと産業
振興｣ 新評論
  . 関満博・遠山浩 (    ) ｢『食』 の地域ブランド戦略｣
新評論
  . 関満博・古川一郎 (    ) ｢『 級グルメ』 の地域ブ
ランド戦略｣ 新評論
  . 全国商工会議所連合会 (    ) ｢石垣｣､  月号
  . 田村秀 (    ) ｢ 級グルメが地方を救う｣ 集英社
新書､ 集英社
  . 鳥居直隆 (    ) ｢ブランド・マーケティング｣ ダ
イヤモンド社
  . 日本放送出版協会 (    ) ｢   食彩浪漫｣､２月号
地域ブランドの創出
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  旧名称はコザ市｡ 嘉手納基地の門前町として発展してきた｡ 沖縄市
は年少人口が日本一高く､ 実際に若々しいまちである｡
